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ダイヤモンドシティ小美玉とは？

小美玉市を「小さく美しく輝く玉」＝

宝石の王様ダイヤモンドになぞらえ、

一人ひとりの可能性はダイヤの原石

であることを表しています。

原石を見つけ、みがいて、光をあてる

ことでダイヤモンドが輝きを放つの

と同じように、人や地域の魅力が輝

くまちへの想いが込められています。

今月の表紙

地
域
の
魅
力
創
出

　
昨
年
９
月
に
は
、
地
域
の
皆
様
の
ご

協
力
の
も
と
「
第
１
回
お
み
た
ま
大
空

マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
市
の

新
た
な
魅
力
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進
し
、
更
な

る
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
元
企
業
・

団
体
と
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
皆
様

が
、
地
元
の
特
産
品
や
文
化
に
触
れ
、

新
た
な
発
見
や
交
流
の
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
活
か
し
た
財
源
確
保

　
本
市
の
魅
力
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
、
独
自
の
新
た
な
返
礼
品
を

発
掘
・
創
出
す
る
こ
と
で
、
今
年
度
は

過
去
最
高
の
寄
附
額
が
見
込
ま
れ
る
と

と
も
に
、
市
内
事
業
者
の
販
路
拡
大
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
を
財
源
に
、
引
き
続
き
子
育
て

 

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
旧
年
中
は
、
市
政
推
進
の
た
め
、

市
民
の
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
と

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

お
み
た
ま
っ
子
の
未
来
を
創
る

 

昨
年
４
月
か
ら
、
本
市
の
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
重
点
を
置
い
た
「
お
み

た
ま
っ
子
応
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支

援
事
業
に
加
え
、
出
産
祝
い
金
の
拡
充

や
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
、

中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
無
償
化
な
ど
、
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ラ

支
援
の
拡
充
や
、
地
域
の
安
全
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　小
美
玉
新
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

　
現
在
、
県
が
中
心
と
な
っ
て
、
今
後
の

茨
城
空
港
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
お
り

ま
す
。
本
市
で
は
、
茨
城
空
港
を
核
と

し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
具
現
化
へ
向

け
て
策
定
し
た
「
小
美
玉
市
新
ま
ち
づ

く
り
構
想
」
に
基
づ
き
、
活
力
に
あ
ふ

れ
、
人
が
行
き
交
う
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
空
港
の
利
用
拡

大
が
地
域
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

大
き
く
成
長
す
る
一
年
に

　
巳
年
は
、
成
長
や
繁
栄
を
象
徴
す
る

年
と
言
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
、
ま
ち
づ

く
り
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
２
次

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」
の
も
と
、

本
市
の
強
み
や
特
色
を
最
大
限
に
活
か

し
て
魅
力
を
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
新
た
な
魅
力
を
加

え
、
本
市
が
大
き
く
成
長
で
き
る
一
年
と

な
る
よ
う
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

健
康
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
　

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な

い
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
国
際
交
流
へ
向
け
て

　
本
市
は
、
昨
年
10
月
に
台
湾
の
新
北

市
淡
水
区
と
友
好
交
流
覚
書
を
締
結

し
、
幅
広
い
分
野
の
交
流
を
通
じ
て
、
お

互
い
の
発
展
と
繁
栄
に
向
け
て
と
も
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
淡
水
区

は
台
湾
北
部
に
位
置
し
、
歴
史
的
・
文

化
的
に
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
都
市
で
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
、
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ

ト
で
有
名
な
夕
日
、
水
上
で
の
花
火
大

会
、
名
門
ゴ
ル
フ
場
な
ど
、
本
市
と
共

通
す
る
地
域
資
源
を
持
っ
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
交
流
を
続
け
て
き
た
ア
メ
リ

カ
・
ア
ビ
リ
ン
市
に
加
え
、
茨
城
空
港
の

就
航
先
で
も
あ
る
台
湾
と
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
、
本
市
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

基
幹
産
業
へ
の
支
援
拡
大

　
本
市
の
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
用

し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
と
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
た
め
、
昨
年
11
月

に
、
優
れ
た
農
畜
物
等
を
ブ
ラ
ン
ド
名

「
小
美
玉
の
め
ぐ
み
」
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
効
果
的
な
販
売
戦

略
の
も
と
、
生
産
者
の
経
営
基
盤
の
安

定
化
を
目
指
し
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

小美玉市長　島田 幸三

強
み
を
活
か
し
成
長
す
る
年
に
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Speciel FeatureSpeciel Feature小
美
玉
ら
し
さ
を

小
美
玉
の
め
ぐ
み
で
全
国
へ

　
農
業
が
盛
ん
な
茨
城
県
の
中
で
も
、
小
美

玉
市
は
県
内
第
３
位
の
農
業
算
出
額
を
誇

り
、
農
業
が
基
幹
産
業
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
農
家
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
市
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
の
解
決
や
地
域
活
性
化
を

図
る
た
め
、
昨
年
３
月
に
「
小
美
玉
市
農
産

物
等
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
戦
略
」
を
策
定
し
、

小
美
玉
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
「
小
美
玉
の
め

ぐ
み
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
11
月
に
行

わ
れ
た
小
美
玉
市
農
産
物
等
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
協
議
会
で
は
、
応
募
さ
れ
た
農
産
物

等
の
中
か
ら
、
認
定
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

か
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
審
査
で
は
、

「
小
美
玉
ら
し
さ
」
「
貢
献
度
」
「
独
自
性
」

「信
頼
性
・品
質
」「持
続
可
能
性
・先
進
性
・

将
来
性
」の
５
項
目
で
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、

８
つ
の
農
産
物
等
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
小
美
玉
ブ
ラ
ン
ド
「
小
美
玉
の
め
ぐ

み
」と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
商
談
会
、
認
定
品

オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
の
掲
載
な
ど

市
内
外
に
市
の
魅
力
と
し
て
販
売
促
進
・
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
ブ

ラ
ン
ド
化
の
取
り
組
み
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
込

め
ら
れ
た
思
い
、
そ
し
て
、
認
定
さ
れ
た
農

産
物
等
を
紹
介
し
ま
す
。

地域活性化プロデューサー・地域力創造アドバ

イザー（総務省）として活動。中間山地域の活性

化やインバウンドを含めた観光振興、特産品開

発、プロモーションなどで全国の地方創生に携

わってきた。小美玉市令和６年度農産物等ブラ

ンド化推進業務を受託する。

ロゴマークは、小さい美しい玉という市の名前を

アイデンティティとして捉えて、水引きの玉結びを

イメージしました。水引きは縁起の良い物で贈答

などでも使われています。市外の方はもちろんの

こと市民の皆さんにも素敵な商品として知っても

らい、受け取る側も大切なものが贈られたと感じ

てほしいです。ロゴマークはいわばブランドとして

の顔であり旗印。商品それぞれを一つに束ねるデ

ザインとしての役割があります。そして、小美玉の

小美玉ブランドの旗印として

小美玉の魅力、小美玉らしさを伝える

小美玉市農産物等ブランド化推進戦略

■事業展開

市産の農産物、市産の農産物を原料とする加工品、市

の魅力を発信することのできる農産物を活用した加工

品を対象にブランド認定を行う。また、小美玉ブランドを

表現するロゴマークを作成する。

市の農産物等の付加価値の向上による安定的な経営基盤

の強化と地域の活性化を目的に令和６年３月に策定。

小美玉ブランド認定事業1.

認定された農産物等の販路拡大に向けた支援やＰＲ

動画およびパンレットを作成し、効果的なＰＲを行う。

小美玉ブランド販売促進事業2.

ブランド化推進に向けた５つの方針

5
儲かる農業の実現に向けた

販売戦略と人材育成

2
新たな

地域特産品の発掘

1
消費者から選ばれる

ブランドづくり

4
シティプロモーションと
連携したブランド戦略

3
生産者の顔が見える
ストーリー性を重視

農業産出額第３位 畜産部門第1位

小美玉市の農業産出額は県内第３位。農業大県と言われる茨城県を支える一翼を

担っています。 特に、畜産部門では、県内第1位の産出額を誇り、市の産出額の約6割

を占めています。

農業産出額全国第3位の茨城県を支える小美玉市

鉾田市 655.7億円

264.3億円

258.1億円

行方市

小美玉市

第1位
第2位
第3位

157.4億円小美玉市第1位
鉾田市 118.8億円

109.9億円坂東市

第2位
第3位

出典：農林水産省　令和4年市町村別農業産出額（推計）

㈱FRASCO 代表取締役 尾崎香苗さん

おざき かなえ

歴史や風土、文化、気候など小美玉らしさを表現

しているというお墨付きであり、商品の背景にあ

る小美玉という地域の魅力を伝えるシンボルで

す。販路拡大などの販売促進も大切ですが、生産

者や事業者、行政だけでなく地域全体での盛り

上がりもブランド化には大切です。市民の皆さん

が、小美玉のめぐみという美味しい幸せを大切な

人におすそ分けして、人と人が縁でつながるよう

な取り組みにしたいと思っています。

小
美
玉
市
で
生
産
さ
れ
る

特
に
優
れ
た
農
産
物
等
を
︑

認
定
品
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

全
国
へ
情
報
発
信
し
︑

知
名
度
向
上
や
販
路
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
︒

消費者

生産者

バイヤー
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イザー（総務省）として活動。中間山地域の活性

化やインバウンドを含めた観光振興、特産品開

発、プロモーションなどで全国の地方創生に携

わってきた。小美玉市令和６年度農産物等ブラ

ンド化推進業務を受託する。

ロゴマークは、小さい美しい玉という市の名前を

アイデンティティとして捉えて、水引きの玉結びを

イメージしました。水引きは縁起の良い物で贈答

などでも使われています。市外の方はもちろんの

こと市民の皆さんにも素敵な商品として知っても

らい、受け取る側も大切なものが贈られたと感じ

てほしいです。ロゴマークはいわばブランドとして

の顔であり旗印。商品それぞれを一つに束ねるデ

ザインとしての役割があります。そして、小美玉の

小美玉ブランドの旗印として

小美玉の魅力、小美玉らしさを伝える

小美玉市農産物等ブランド化推進戦略

■事業展開

市産の農産物、市産の農産物を原料とする加工品、市

の魅力を発信することのできる農産物を活用した加工

品を対象にブランド認定を行う。また、小美玉ブランドを

表現するロゴマークを作成する。

市の農産物等の付加価値の向上による安定的な経営基盤

の強化と地域の活性化を目的に令和６年３月に策定。

小美玉ブランド認定事業1.

認定された農産物等の販路拡大に向けた支援やＰＲ

動画およびパンレットを作成し、効果的なＰＲを行う。

小美玉ブランド販売促進事業2.

ブランド化推進に向けた５つの方針

5
儲かる農業の実現に向けた

販売戦略と人材育成

2
新たな

地域特産品の発掘

1
消費者から選ばれる

ブランドづくり

4
シティプロモーションと
連携したブランド戦略

3
生産者の顔が見える
ストーリー性を重視

農業産出額第３位 畜産部門第1位

小美玉市の農業産出額は県内第３位。農業大県と言われる茨城県を支える一翼を

担っています。 特に、畜産部門では、県内第1位の産出額を誇り、市の産出額の約6割

を占めています。

農業産出額全国第3位の茨城県を支える小美玉市

鉾田市 655.7億円

264.3億円

258.1億円

行方市
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第3位

157.4億円小美玉市第1位
鉾田市 118.8億円

109.9億円坂東市
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出典：農林水産省　令和4年市町村別農業産出額（推計）

㈱FRASCO 代表取締役 尾崎香苗さん

おざき かなえ

歴史や風土、文化、気候など小美玉らしさを表現

しているというお墨付きであり、商品の背景にあ

る小美玉という地域の魅力を伝えるシンボルで

す。販路拡大などの販売促進も大切ですが、生産

者や事業者、行政だけでなく地域全体での盛り

上がりもブランド化には大切です。市民の皆さん

が、小美玉のめぐみという美味しい幸せを大切な

人におすそ分けして、人と人が縁でつながるよう

な取り組みにしたいと思っています。

小
美
玉
市
で
生
産
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れ
る

特
に
優
れ
た
農
産
物
等
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︑

認
定
品
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
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て

全
国
へ
情
報
発
信
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︑
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名
度
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路
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
︒

消費者

生産者

バイヤー
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認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

小美玉と言えばコレ。小美玉市産の生乳をたっぷり使用して発酵させ、

酸味とコクのバランスがとれたなめからなのどごしのドリンクヨーグル

ト。乳製品で乾杯を推進する条例や市内の小中学校の給食でも提供

されているおなじみの商品です。

おみたまヨーグルト

（株）小美玉ふるさと
食品公社

通年

空のえき そ・ら・ら 他

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

Juwari-じゅわり-

ＣornＬａｂ.藤田

６月上旬～８月上旬

じゅわり第一倉庫、直売所
ドリーム

噛んだ瞬間「じゅわり」と広がる甘味と汁が飛び出すようなみずみずし

さがあるとうもろこし。午前２時頃から太陽が昇る前に収穫を終わら

せ、冷蔵保存をしたまま当日出荷するなど新鮮さを大切にしています。

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

低温熟成した自社生産の「べにはるか」を使用。高い糖度とすっきりと

した上品な甘さという至極の味わいを実現。手間と時間をかけて全行

程で変色箇所を取り除き、黄金色の干し芋に仕上げています。水分

25.7％、糖度74度と、品質の高さはトップクラスです。

ほしいも

合同会社　鶴田

通年

直売店、空のえき そ・
ら・ら　他

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

小川のニラ、美野里のニラ（緑王）

JA新ひたち野小川ニラ部会・

美野里ニラ生産部会

通年

直売所みのり、空のえき そ・
ら・ら　他

葉幅が広く肉厚で、鮮やかなグリーンが特徴。収穫してすぐに低温状態

にし、鮮度を保ったまま出荷しています。市場や卸売り業者からのも評

価が高く、東京都卸売市場でも品質の高さが評価されています。バイ

ヤーを通じて、他県のニラ農家が視察に来るほど。

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

玉里地区を中心に、霞ケ浦の豊富な水源と肥沃な土壌を利用して栽培

されるレンコン。栽培の歴史は大正時代まで遡り100年以上の歴史を

持っています。ハウス栽培は県内１位を誇り、品質も東京都卸売市場で

高い評価を受けています。

レンコン

JA新ひたち野
蓮根部会玉里支部

通年

直売所みのり、空のえ
き そ・ら・ら　他

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

茨城県で育種されている新品種で生産量が少なく希少な品種。大玉サ

イズで平均糖度13度の高糖度が特徴。首都圏の市場でも高く評価され

ています。酸味が少なく、深い甘味が感じられるみずみずしい梨です。

恵水

JA新ひたち野梨部会
小美玉支部

9月上旬～中旬

直売所みのり、空のえ
き そ・ら・ら　他

広報おみたまは、「小美玉をもっと語りたくなるマガシン」をコンセプトに

市内のさまざまな農産品を特集として紹介してきました。今回の認定品

の中にも、広報おみたまで特集した農産品があります。これから、市内

外に向けて発信される「小美玉のめぐみ」。自分の住むまちの農産品を

知り、応援する機会にしてみるのはいかがでしょうか？

広報おみたまの

バックナンバーは

こちらから　▶

広報おみたまでも、小美玉の農産品を紹介しています。

小
美
玉
ら
し
さ
を
言
語
化
す
る

こ
だ
わ
り
を
表
現
す
る
意
味

　
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
お
い
て
、
生
産
者
が
自
身

の
生
産
物
や
生
産
方
法
を
言
語
化
し
、
表
現
で
き

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
自
分
自
身
で
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
市
場
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
産
物
の
魅
力
を
上
手
に
表

現
す
る
こ
と
も
、
仕
事
の
ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

　
小
美
玉
市
も
含
め
た
県
央
、
鹿
行
地
域
で
は
東
京

市
場
が
近
く
、
生
産
を
中
心
と
し
た
農
業
が
確
立

し
、
経
済
的
な
基
盤
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

審
査
で
、
小
美
玉
市
内
に
は
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て

い
る
生
産
者
の
方
が
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
化
は
、
こ
う
し
た
方
々
が
海
外
も
含
め
た

多
様
に
広
が
る
市
場
に
向
け
て
自
身
の
生
産
物
の
魅

力
を
言
語
化
し
表
現
す
る
入
口
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

小
美
玉
ら
し
さ
を
考
え
る

　
表
現
に
お
い
て
、
デ
ザ
イ
ン
は
と
て
も
重
要
な

要
素
の
ひ
と
つ
で
す
。
商
品
の
魅
力
を
表
現
す
る

う
え
で
生
産
者
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー

な
ど
の
異
業
種
の
方
と
仕
事
を
す
る
可
能
性
も

高
ま
り
ま
す
。
小
美
玉
市
に
、
す
で
に
動
画
制
作

や
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
活
躍
す
る
方
が
い
る
こ

と
は
と
て
も
強
み
で
あ
り
、
ほ
か
の
生
産
者
に
も

連
携
の
動
き
が
広
が
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
表
現
す
る
こ
と
は
、
市
内
の
子
ど
も
達

や
市
民
の
方
々
に
作
物
だ
け
で
な
い
小
美
玉
市
の

農
業
の
魅
力
を
伝
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
へ
の

理
解
や
共
感
を
醸
成
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
小
美
玉
ら
し
さ
を
ど
う

表
現
す
る
か
が
テ
ー
マ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
審

査
基
準
が
大
切
で
、
こ
の
基
準
を
上
手
に
育
て
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
生

産
者
も
一
緒
に
小
美
玉
ら
し
さ
を
考
え
、
言
語
化

し
て
い
く
こ
と
が
今
回
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
着
実
に

進
め
る
た
め
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

小
美
玉
の
強
み
を
活
か
し
た
取
り
組
み

　
小
美
玉
市
は
鶏
卵
や
生
乳
、
ニ
ラ
な
ど
県
内
で

も
有
数
の
農
産
物
の
生
産
地
で
す
。
今
回
の
審
査

会
で
も
多
く
の
農
産
物
が
申
請
を
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
自
治
体
が
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
ん
で
は
い
ま
す
が
、
小
美
玉
市
の
よ
う
に
全
体

の
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
り
組
み
は
少
な

く
、
こ
う
し
た
差
別
化
を
目
指
す
取
り
組
み
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
関
東
ロ
ー
ム
層
や
霞
ケ

浦
な
ど
の
環
境
に
恵
ま
れ
、
何
で
も
で
き
る
地
域

と
い
う
小
美
玉
市
の
強
み
を
活
か
し
た
取
り
組
み

で
す
。

小
美
玉
産
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い

　
茨
城
県
は
農
業
算
出
額
が
全
国
第
３
位
で
あ
り
、

東
京
市
場
が
近
く
、
市
場
に
持
ち
込
め
ば
売
れ
る

と
い
う
環
境
が
長
く
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
恵
ま
れ
た
環
境
の
た
め
に
、
ブ
ラ
ン
ド

化
に
対
す
る
取
り
組
み
が
少
し
遅
れ
て
い
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
は
、
東
京
市
場
に
２
時
間

程
度
で
持
ち
込
め
る
小
美
玉
市
も
同
様
だ
と
思
い

ま
す
。
農
産
物
が
豊
富
で
質
も
高
い
、
小
美
玉
産
の

農
産
物
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
で
す
。
今
回
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
く
上
で
は
、
今
後
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
が
と
て
も
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

同
じ
目
線
で
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

　
県
で
は
儲
か
る
農
業
と
し
て
、
農
業
者
の
所
得

を
上
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
よ
っ
て
、
消
費
者
な
ど
に
認
知
さ
れ
、

選
ば
れ
る
こ
と
で
価
格
も
上
が
り
農
業
者
の
所
得

が
上
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
業
者
と
行

政
が
同
じ
目
線
で
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
切
で
す
。
ま
た
、
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
者

に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
次
の
認
定

品
に
つ
な
が
り
ま
す
。
実
を
結
ぶ
ま
で
大
変
で
す

が
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

小美玉市農産物等ブランド化推進協議会　会長

小原 規宏 さん （茨城大学人文社会科学部准教授）

おばら のりひろ

小
美
玉
の
豊
富
で
質
の
高
い
農
産
物

小美玉市農産物等ブランド化推進協議会　委員

関 健一 さん （茨城県営業戦略部販売戦略課　課長）

せき けんいち

小美玉のめぐみ認定品令
和
６
年
度

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

小美玉ブルーベリー

JA新ひたち野
ブルーベリー部会

5月上旬～８月下旬

空のえき そ・ら・ら　他

遊休農地の解消と新たな特産物の創出を目的に市全体で作付けが行

われているブルーベリー。主に、東京の大田市場に出荷され首都圏を中

心に出回り、大手百貨店でも取り扱われています。粒が小さい規格外品

は、加工用として（株）小美玉ふるさと食品公社で利用されています。

認 定 品

事 業 者

販売時期

購入場所

ばんぶぅ

（有）道口養豚

通年

ホームページ　▶

細かく粉砕された高品質の竹パウダーを混合したえさで飼育するオリジ

ナルブランド豚。県内外の飲食店で使用され、ふるさと納税の返礼品と

しても人気。寄附者からは、「臭みが無く、脂が甘く、肉のうまみ」が強

いなどのコメントをいただいています。

※認定品によっては、販売時期であっても、終了している場合があります。
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小
美
玉
ら
し
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を
言
語
化
す
る

こ
だ
わ
り
を
表
現
す
る
意
味

　
こ
れ
か
ら
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農
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お
い
て
、
生
産
者
が
自
身

の
生
産
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生
産
方
法
を
言
語
化
し
、
表
現
で
き

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
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背
景
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情
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化
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会
の
進
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り
、
自
分
自
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で
Ｐ

Ｒ
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こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
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っ
た
こ
と
と
、

い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
市
場
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る

こ
と
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あ
り
ま
す
。
生
産
物
の
魅
力
を
上
手
に
表

現
す
る
こ
と
も
、
仕
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の
ひ
と
つ
に
な
る
と
考
え

ま
す
。
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美
玉
市
も
含
め
た
県
央
、
鹿
行
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で
は
東
京
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近
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生
産
を
中
心
と
し
た
農
業
が
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立

し
、
経
済
的
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基
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を
築
い
て
き
ま
し
た
。
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の

審
査
で
、
小
美
玉
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内
に
は
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だ
わ
り
を
持
っ
て

い
る
生
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の
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い
る
こ
と
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わ
か
り
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
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、
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方
々
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と
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。
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仕
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生
乳
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ニ
ラ
な
ど
県
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農
産
物
の
生
産
地
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す
。
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回
の
審
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会
で
も
多
く
の
農
産
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が
申
請
を
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い
ま
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た
。

多
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の
自
治
体
が
農
産
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の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
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組
ん
で
は
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ま
す
が
、
小
美
玉
市
の
よ
う
に
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体

の
農
産
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を
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ラ
ン
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取
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少
な

く
、
こ
う
し
た
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は
素

晴
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と
思
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ま
す
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ナルブランド豚。県内外の飲食店で使用され、ふるさと納税の返礼品と

しても人気。寄附者からは、「臭みが無く、脂が甘く、肉のうまみ」が強

いなどのコメントをいただいています。

※認定品によっては、販売時期であっても、終了している場合があります。

7 広報おみたま　2025.1



多彩な“楽しい味”で食の世界にもっとプラスを。
株式会社ダイショー　関東工場

小美玉市企業連絡協議会

小美玉市内に立地する企業で構成され、会

員交流の促進・情報の共有・連携強化・市と

の協働によるまちづくりを行うことを目的

として活動している協議会です。

企業公式サイト ▶

商工観光課　商工企業誘致係　☎0299-48-１１１１ （内線１162）問

■会社紹介

ひと振りで味を決めてくれる

「味・塩こしょう」、食卓を温かく

演出する「鍋スープ」、お肉のお

いしさを引き立てる「焼肉のた

れ」など、毎日の食事を彩る“調

味料”を製造しています。1966

年の創業以来、「おいしさで・し

あわせをつくる」の企業理念の

もと多彩な調味料を展開し、調

理に「簡単・便利」を、食卓に「お

いしさと楽しさ」を送り届け、日

本の「食」を支え続けています。

また、「安心・安全」を最重要課

題と位置づけ、消費者の「食の

安全」への関心の高まりに真摯

に対応してまいります。

■関東工場　製造課　清宮 崚太さん（入社11年目）

製造関連帳票のチェックや人員配置を検討し、製造現場が安定稼

働するように工程管理をしています。常に冷静に状況を判断し行

動することや、積極的に現場内でコミュニケーションを取ることを

心掛けています。スーパー等で自社商品をお客様が手に取ってく

れている時や、テレビや動画サイトで自社商品が紹介されている

のを見た時に、やりがいを感じます。多くのお客様に喜んでいた

だけるように、より良い商品を作り続けて行きたいと思います。

企業公式サイト ▶

丸玉木材株式会社

小美玉市上玉里２２５６

☎0299-26-5337

代表者：取締役社長　大越 敏弘

創業年：1902年（明治35年）

従業員数：126人（男100/女26）

平均年齢：41歳

休日：会社カレンダーによる

　　　　（日曜日、祝日は休み）

■会社紹介

高品質な木質製品を開発・生

産している数少ない建材一貫

メーカーです。創業以来、常に

時代をリードする製品開発を

行い、木材加工業界における

有力企業としての地位を確立

しています。本社は北海道にあ

り、北海道国産材を育て、伐っ

て、使うことで森林を循環さ

せ、二酸化炭素の削減、地球温

暖化防止に大きく貢献してお

ります。小美玉市に構える茨城

工場では皆様の身近に使われ

ている化粧合板等の開発・生

産・販売を行っており、転勤無

しの地域に根差した企業です。

■ラミネータ商品部紙貼加工グループ　久保田 一期さん（入社2年目）

合板にラミネート加工を行い化粧板を生産する機械のオペレー

ターを担当しています。オペレーターと聞くと設備を動かすだけ

の仕事をイメージするかと思いますが、当社では設備の改良や保

全もオペレーターのお仕事です！仲間と一緒に協力し、話し合い

ながら足りない部分を補いつつ、自分達だけの設備を作ることが

出来るのは当社の魅力のひとつだと思います。また、経験が浅く

ても発表大会など自分が主役になれる場面は多々あります！

会員数 美野里地区企業連絡会

玉里工業団地連絡協議会

協力

発見！
ダイヤモンドシティ小美玉にはどんな企業があるの？

木を育て、伐って、使う    木材加工のプロフェッショナル
丸玉木材株式会社

vol.2

一日の

タイム

テーブル

24 １
2

3
4

5

7

19

17

8

20

16
9

21

15
10

22

14
11

23

13 12

618

24 １
2

3
4

5

7

19

17

8

20

16
9

21

15
10

22

14
11

23

13 12

618

睡眠睡眠

勤務勤務

子ども登園

通勤

子ども登園

通勤

朝食・出社準備朝食・出社準備

子どもと遊ぶ

家事・寝かしつけ

子どもと遊ぶ

家事・寝かしつけ

趣味

家事

趣味

家事

昼食昼食

退勤退勤

（ゲーム・動画）（ゲーム・動画）

入浴・夕食入浴・夕食

勤務勤務

睡眠睡眠

勤務勤務

退勤退勤

自由時間自由時間

勤務勤務

せいみや りょうた

くぼた いちご

株式会社ダイショー　関東工場

小美玉市西郷地1689

☎0299-48-2461

代表者：執行役員　生産本部関東

工場長　中野 俊明

創業年：1966年（昭和41年）

従業員数：212人（男110/女102）

平均年齢：39.1歳(全社)

休日：土・日・祝日、年末年始他

市ホームページ

で全会員企業を

紹介中

なかの としあき

おおこし としひろ

1日の

タイム

テーブル

昼食昼食

出社準備

通勤

出社準備

通勤

朝礼朝礼

（趣味の釣りなど）（趣味の釣りなど）
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秘書課　秘書係　☎ 0299- ４８- １１１１ （内線 1202）問

社会福祉課　福祉事務所小川支所　☎ 0299-48-1111 （内線 2111 ・2112）問

旭日小綬章

野村 武勝 さん

旭日双光章

戸田 見成 さん

秋の叙勲で、野
の む ら

村 武
た け か つ

勝さん（堅倉）が旭日小綬

章を、戸
と だ

田 見
けんじょう

成さん（上玉里）が旭日双光章を

受章しました。

野村さんは美野里町議会議員を28年8か月、

小美玉市議会議員を17年8か月務め、戸田さ

んは玉里村議会議員を8年5か月、小美玉市議

会議員を13年8か月務めました。お二方の地方

自治の発展に大きく貢献された功績が認めら

れました。

旭日章…公共のための功労があり、顕著な功

績を挙げた方に授与される勲章。

令和6年秋の叙勲

元市議会議員　野村 武勝さんと戸田 見成さんが受章

令和６年秋の褒章

長島 洋治さんが藍綬褒章を受章しました

秋の褒章で、長
な が し ま

島 洋
よ う じ

治さん（与沢、写真右）が

藍
ら ん じ ゅ

綬褒章を受章しました。

長島さんは平成10年から旧小川町民生委員児

童委員、小美玉市民生委員児童委員を務め、

26年にわたり地域住民の相談活動を続けてい

ます。社会福祉の発展に大きく貢献した功績が

認められ、今回の受章となりました。

藍綬褒章…社会福祉や公共事業の発展などに

顕著な功績を挙げた方に授与される褒章。

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消
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防災管理課　市民安全係

☎ 0299-48-1111 （内線 1015 ・ 1016）

問

防犯功労者表彰 ・ 伝達式が行われました

菅澤 宣昌さん

菊地 和夫さん

鶴町 和夫さん

長年にわたり、 防犯パトロールや子どもたちの

見守りなど、 地域安全活動に尽力したことが認

められ、 防犯ボランティアの皆さんが表彰され

ました。 誠におめでとうございます。

■地域安全功労者

玉里地区防犯連絡員協議会

菅
す が さ わ

澤 宣
の ぶ ま さ

昌さん（下高崎区）

■優良防犯連絡員

玉里地区防犯連絡員協議会

鶴
つ る ま ち

町 和
か ず お

夫さん（大宮区）

菊
き く ち

地 和
か ず お

夫さん（大井戸平山区）

社会教育委員の大
お お ひ ら

平 勇
ゆ う じ

次さん （羽鳥） が、

全国社会教育委員連合表彰を受賞し、 茨城県

内で開催された全国社会教育研究大会で全国

の受賞者を代表して挨拶を述べました。

大平さんは、 平成 20 年度に小美玉市社会教

育委員に就任し、 茨城県社会教育委員連絡協

議会理事としても尽力しました。 長年にわたる

社会教育活動の取り組みが特に顕著であると

認められ、 今回の受賞となりました。

社会教育活動に尽力

大平 勇次さんが全国社会教育委員連合表彰を受賞

全国社会教育研究大会茨城大会で受賞者を代表して挨拶
する大平さん

生涯学習課　生涯学習係

☎ 0299-48-1111 （内線 2262）

問

45年45年
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11 月 27 日（水）、 大成女子高等学校の 2

年生が 6 月に来た 3 年生に引き続き地域

デザイン授業の一環として、 小美玉市内の㈱

TONOUCHI が経営する牧場と小美玉ふるさ

と食品公社を訪れました。 参加した齊
さ い と う

藤 璃
り こ

子

さんは 「牛を大切にしている。 牛に対する強

い思いを感じた」 と牧場での感想を語り、 午

後の小美玉ふるさと食品公社では 「商品開発

に興味が湧いた。 地元の食材に対するこだわ

りや商品を作る上で大切なバランスなど勉強に

なった」 と感想を語りました。

12 月 6 日（金）、 茨城キリスト教大学文化交流

学科岩間ゼミの学生が卒業研究に向けた調査と

して小美玉市を訪れました。 学生は、 四季文化

館みの～れから㈱美野里牧場、 茨城空港、 空

のえき そ ・ ら ・ ら、 アトリエ プティ ・ ボアを訪れ、

市民の方と対話をしながら研究テーマに向けた

学びを深めました。参加した西
に し む ら

村 拓
た く ま

真さんは「教

育や観光の面で行政と市民の方々が実際に協

力している現場を見て、 それぞれが歩み寄るこ

との重要性やその課題を学ぶことができる良い

機会になりました」 と感想を語りました。

茨城キリスト教大学生が小美玉市でフィールドワーク

大成女子高等学校が小美玉市でフィールドワーク

空のえき そ・ら・らで外国人の子どもとその親に対する支援を

語る「手と手の会」代表の郡
ぐ ん じ

司 眞
ま ち こ

知子さん

空のえき そ・ら・らで、木
き む ら

村智
とものぶ

信工場長の説明を聞く大成女

子高等学校の生徒の皆さん魅力発信課　シティプロモーション係

☎ 0299-48-1111 （内線 1252）

問

魅力発信課　シティプロモーション係

☎ 0299-48-1111 （内線 1252）

問

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園
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スポーツ推進課　スポーツ推進係

☎ 0299- ４８- １１１１　（内線２２５３）

問

健康増進課

☎ 0299-48-0221 （内線 4005）

問

明治安田生命保険相互会社つくば支社 （幸
ゆ き も り

森 

真
ま さ と

人 支社長） から 305,100 円の寄附をいた

だきました。

この寄附は、 「人に一番やさしい生命保険会社

へ」 と経営理念を掲げる同社が、 地域住民の

豊かな暮らし ・ 健康づくりに取り組む 「地域の

元気プロジェクト」 の一環として実施し、 小美

玉市にゆかりがある従業員の皆さんからの募

金と会社からの寄附を合わせたものです。 い

ただいた寄附は健康づくり推進事業の財源とし

て活用させていただきます。

小美玉フットボールアカデミーが、関東大会で

初の3位となり、高円宮妃杯JFA第29回全日

本U-15女子サッカー選手権大会に2年連続2

回目の出場を果たしました。

12月7日（土）に行われた全国大会の1回戦で

は、日本一を経験しているJFAアカデミー福島

との対戦で悔しい結果となりましたが、相手から

1点を取り善戦しました。

明治安田生命保険相互会社つくば支社が寄附

小美玉フットボールアカデミーが

全国大会に2年連続出場

AIおみたん に

聞こう！

その問い合わせ、
みんなの質問で
かしこくなるよ

質問はこちらから ▶

小美玉市の魅力は？

元気？

ごみの

出し方

観光の

情報？

引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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小川公民館で年末親子まごころ講座を開催しました

秘書課　秘書広聴係

☎ 0299-48-1111　（内線１２１１）

問

皆さんのご意見をお寄せください

パブリックコメントを募集します

閲覧

場所

①小美玉市役所庁舎

（本庁、小川、玉里）

②市ホームページ ▶

募集

期間
1月16日（木）～2月17日（月）

提出

方法

意見提出用紙を市ホームページか閲覧

場所で取得し、意見をいただく計画名、

住所、氏名、電話番号を明記のうえ、以下

のいずれかの方法で提出してください。

▶郵送

〒319-0192 小美玉市堅倉835

小美玉市役所　秘書課

▶FAX

0299-48-1199

▶電子申請

上記の市ホームページに掲載している回

答フォーム

▶提案箱

閲覧場所にある提案箱に投函

その他

・電話や口頭での意見は受け付けません。

・個人情報は他の目的には使用しません。

・意見中、個人が特定できる情報は伏せ

たうえで公表します。

・個別の回答は行いません。

市の未来に向けた方針や計画をより良いものに

するため、市民の皆さんからのご意見を募集しま

す。皆さんからの貴重な声をお待ちしています。

■パブリックコメントとは？

市が重要な事案などを策定する過程で、市民に

案を公表し、広く意見・情報・改善案を求める手

続きをパブリックコメントと言います。提出された

意見に対する市の考え方を公表し、その結果を

反映することによって、よりよい計画の策定を目

指します。

■クリスマスケーキ作り

親子でクリスマスケーキ作りを開催しました。8組

２０名の受講生が参加し、講師の永井友之さん、

永井かほるさんからデコレーションなどを学びま

した。受講生からは「回転台できれいにデコレー

ションできました」「なかなかできない体験ができ

て楽しかった」「親子で１つのものを作れていい思

い出になりました」と感想があがりました。

■アロマでバスボム作り

バスボム作りを初めて開催し、9組19名の受講

生が参加しました。アロマセラピーの資格を持つ

講師の松本通子さんから、効能についてわかり

やすい説明があり、受講生からは「アロマの効能

まで教えてもらえてとても良かった」「自分の好き

なアロマで、簡単に作れて楽しかった」「2～3種

類混ぜてオリジナルのにおいができたのが嬉し

かった」と感想があがりました。

■公表資料

小美玉市地域公共交通計画（案）

利便性が高く持続可能な地域公共交通網

を構築するため、本市の公共交通に関する

今後の目標や施策の方向性を定めた地域公

共交通のマスタープランです。

所管課 （問い合わせ先）：

都市整備課　都市施設係

（小美玉市地域公共交通会議事務局）

☎ 0299-48-1111（内線１４１１）

ID 0 0 0 8 5 5

小川公民館　☎ 0299-58-3111問
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紹介します！わたしの学校 地域と共にある学校

21

1 PTA企画「大人と子どものガチのつなひき」　　2 みなみんフェスティバル（運動会）　　3 学習支援ボランティア

3

小川南小学校は、みんなの意見を大切にする

学校です。代表委員会では、学校をよりよくす

るために話し合い、廊下や階段の歩き方につ

いて呼びかけを行っています。みなみんフェス

ティバル（運動会）では、実行委員が中心となっ

て、みんなで準備をしたり、運営をしたりしてい

ます。また、今年度から始まった「縦割り班活

動」では、１年生から６年生が意見を出し合って

楽しく活動しています。

本校では、学習支援ボランティアとして、保護者

や学校運営協議会の皆さまのサポートを得な

がら教育活動を行っています。今年度は体力

テスト、水泳学習、裁縫、釘打ち、まち探検など

さまざまな場面で支援をいただいています。そ

の中で、子どもたちの「できた」「分かった」「楽し

い」の笑顔が増えていることを実感しています。

今後も地域の皆さまと共に、笑顔いっぱいの

あたたかい学校を目指していきたいと思いま

す。

学校紹介

小川南小学校

教育指導課　指導係　☎ 0299-48-1111 （内線 2232）問

学校教育目標 ：

笑顔で登校　笑顔で学び　笑顔で帰る

「あたたかい学校」

6年

岡
お か だ

田　華
は な

 さん

教諭

先
ま っ さ き

﨑　美
よ し こ

子 さん

手
軽
に
市
政
参
加

ス
マ
ホ
ア
ン
ケ
ー
ト

市民モニターとしてパソコンやスマホから

簡単なアンケートにご協力いただきます。

皆様からの貴重なご意見は小美玉市の

まちづくりへと活用させていただきます。

市内在住・在勤・在学中で
ネット、 メールが使える
１６歳以上ならＯＫ！

おみたまネットモニター

登録者募集中
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玉
里
短
歌
会

風
呂
好
き
が
風
呂
に
入
る
を
忘
る
る
は
老
い
の
せ
い
か
と
心
を
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す

屋
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を
指
し
不
安
を
あ
お
る
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に
ド
ン
ウ
ォ
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と
笑
っ
て
帰
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耐
え
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静
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る
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尽
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波
の
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に
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高
し

秋
の
庭
ひ
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じ
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な
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彼
岸
花
紅
生
き
生
き
と
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に
濡
れ
お
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我
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茶
花
散
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い
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射
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入
る
朝
日
に
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子
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喜
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生

高　
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久　

子

鶴　
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文　

男
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里
短
歌
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空
港
へ
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安
チ
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ッ
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聞
き
に
い
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七
十
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過
ぎ
は
旅
も
冒
険

美
し
い
名
月
を
愛
で
和
歌
詠
み
し
貴
族
を
偲
び
空
を
見
上
げ
る

我
が
庭
の
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の
上
で
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れ
る
子
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猫
ど
こ
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新
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短
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て
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友
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に
な
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ま
た
来
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っ
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し
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目
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耳
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に
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な
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な
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ぬ
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フ
ェ
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手
さ
ぐ
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ド
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ひ
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え
る
夫
と
の
夕
餉
話
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は
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に
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正
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嶺
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時
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や
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花
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落
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冬
空
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風
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な
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市

枯
葦
の
中
に
木
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れ
日
獣
道

季
は
移
り
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に
小
春
の
町
景
色

金
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の
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喜
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で
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嫁
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る

木
枯
し
や
小
舟
の
軋
む
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り

池
の
鯉
み
な
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れ
て
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の
日
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春
日
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史
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柳
会

本
気
度
を
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ぬ
ま
ま
に
投
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所

人
の
世
を
恩
師
に
語
る
同
窓
会

彼
岸
す
ぎ
秋
の
夜
中
に
燗
旨
し

謝
っ
て
心
の
棘
が
す
っ
と
抜
け

自
分
史
を
重
ね
塗
り
し
て
今
日
を
生
き 

長　

島　

さ
か
江
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れ
い
子
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美
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子
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昭

長　

島　

久
美
子
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

職場体験を通して仕事の大変さや市をより良くするための取り
組みを知って、大変だなとか楽しそうなどいろいろなことを感
じました。（市内で職場体験をした勝田第二中学校生徒より）

とても良いところだと思いました。まず人が優しく、自然も豊か
で場所もいいし、動物たちもストレスを感じていないようでし
た。（市内で職場体験をした勝田第二中学校生徒より）

Vol.49 「小美玉のめぐみ」

4コマ小美玉暮らし

ヨーグルトを使った乳製品乾杯条例に関心を持ちました。生ま
れも育ちも千葉県であるため家族や知人にも小美玉市のこと
をもっと広めていきたいです！　防災管理課　金﨑（入庁1年目）

目黒区民です。先日、ローズポーク研修に参加しました。これ
からも目黒の食生活に貢献してください。目黒区民も小美玉
市を応援します。東京都70代（ふるさと納税応援メッセージ）

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

小美玉市出身。普段は

都内でグラフィックや

Webなどをデザイン

しています。地元の広

報紙に掲載されてとっ

ても嬉しいです。

10月から11月にかけて、ひたちなか市と守谷市の中学2年生が小美玉市を

訪れ、地域の職業体験を行いました。茨城県内6市町村の訪問先の中から

小美玉市を選んだ中学生たちは、少人数のグループに分かれて市内の事業

所で農業やサービス業の仕事を体験し、地域に根付いた産業や新しい分

野の仕事について知るとともに地域の魅力を学びました。職場体験には、

(株)グリーンセンター中村園芸、RISEe、(有)藤田農園、れんこん屋あき、

(株)美野里牧場の5つの事業所が協力しました。体験のコーディネートや講

話などを担当した田山健一郎さんは、「各事業所の協力のおかげで密度の

濃い職業体験になりました。子どもたちは、地域でがんばる熱い大人たちか

らいろんなことを学べたのでは」と語りました。

小川北義務教育学校５年生が

米作りと販売を体験

左：(有)藤田農園で

さつまいもの収穫。

右上：(株)グリーン

センター中村園芸で、

出 荷 前 の 植 木 の 枝

から葉を取り除く作

業。

右下：RISEe（シミ

ュレーションゴルフ

店）で、店内のレイア

ウトを考える生徒た

ち。

ひたちなか市・守谷市の中学生が小美玉市で校外学習

職業体験を通して地域の魅力を知る

11月22日、小川北義務教育学校の5年生

39名が、農業への関心を育む授業の一環

で、自分たちで田植えや稲刈りをした米の販

売を行いました。呼び込みや接客などの仕

事を分担し、学校名の頭文字をとって名付

けた「O.K.米」の完売を目指しました。呼び

込み係は「O.K.米、おいしいですよ～！」と

大きな声で買い物客にアピール。チラシ配り

の係は「パッケージの絵もみんなで描きまし

た」と説明していました。用意した141袋の米

が30分ほどで完売すると、児童たちは飛び

跳ねて喜びました。売上金は、体育祭で使う

紅白の大玉やデジタル機器など、学校で児

童たちが使う備品購入にあてられます。

作者紹介　植木 駿
うえき しゅん

おみたま

おたより

おみたま

おたより

学校近くにあるTAIRAYA小川店の店

先に設けた販売ブースで、「O.K.米」を

販売する5年生。


